第１４回第１部会（行政推進）概要

日　時　　平成２０年３月１８日（火）　午後６時３０分～午後８時１０分

場　所　　登別市役所　第２委員会室
司会進行　平部会長
出席者　　平秀里、合田美津子、石亀裕、鎌田和子、田中寛志、谷崎博美
事務局　　二階堂企画グループ総括主幹、宮崎企画グループ企画主幹、

沼田企画グループ主査（企画調整担当）、千葉企画グループ主査（企画調整担当）
議　題　　１．市民自治フォーラムの反省会
２．その他
１　市民自治フォーラムの反省会
❑　まず皆さんから登別市民自治フォーラムへ参加した感想をお聞かせ願いたい。
❑　森先生の講演はほとんど聞けなかったが、まだまだ市民の市民自治に対する意識の構築はこれからだと感じた。でもフォーラムはやって良かった。いろいろな人の意見も聞けたし、森先生のコーディネートも良かったと思う。市民自治とは何かをまだ私たちも分かっていないことを確認した。今後は一人ひとりがどう行動していけるかを考えるべき。
❑　パネルディスカッションは聞けなかったので発言は控えたい。

❑　フォーラムの参加者数は思っていたとおり市民自治推進委員会半分、市の職員半分。しかし、フォーラムは開催してよかったと思う。森先生も良かった。
　　ただ、１時間２０分くらいの時間ではみんなが発言できる雰囲気になったところで終わりという感じだったので、もう少しディスカッションの時間が多いほうが良かった。
また、市民自治についてはみんなまだ暗闇で迷っていることが分かった。このような機会を増やしていき一人でも関心を持つ人が増えればよいと思う。

❑　フォーラムの開催を提言した立場としては良かったと思う。登別市まちづくり基本条例をつくるときから、もやもやして違うと思っていたことについて森先生が的確に話されていて納得した。
市民自治を分かっていない人がいくら話し合っても結論は出ない。森先生は市民自治の根本について話してくれたと思うが、どれくらい理解されたかも疑問。共通認識を持って取り組んでいかない、といけないということが今回明らかになった。
❑　市民自治の捉え方は人それぞれ。学んだうえで何をするのか考えていかなければならない。いつまでも理解にこだわっていても進まない。市民自治とは何かみんなで探りながら進むしかない。
森先生からは登別は市民自治の取り組みが他市町村と比べて進んでいるという言葉をいただいた。みんなの励みになる。フォーラムはやって良かったと思う。

❑　フォーラムは良かったと思う。ただ残念なところもある。第２部のパネルディスカッションで森先生は的確でみんなをひきつける進行を行ったが、もう少しパネリストの発言機会を与えて欲しかった。コーディネーターの話が長くてパネリストは１回か２回しか発言できなかったのはちょっと残念。今度は講演会を抜いてパネルディスカッションだけでも面白いかなと思った。

❑　序盤で、文句を言いにきているだけのような人が発言していたが、会の流れが変わってしまう。また、何をしていいのかわからない。みんなに広まらないという意見が出ていたが私も同意見だ。インターネットの市民自治推進委員会の議事録を見ても何をテーマに話し合っているのか良く分からない。

❑　行政に文句を言っても始まらない。自分たちがどう行動するかが重要。

❑　パネリストに１０分間とか時間を与えてお話をしてもらい、コーディネーターがその意見により進めるのが普通のやり方だと思うが、今回はちょっと違った。

❑　普通のやり方は今回のテーマでは無理。市民も熟していない。
❑　３月１１日に議会の生活・福祉委員会から福祉のまちづくり条例の関係で呼ばれた。私と第三部会の部会長、副部会長で参加したが市民自治推進委員会は無報酬のボランティアで活動していることを強調して話した。議員の中には驚いている人もいた。無報酬の我々がこれだけやっているのに議員報酬をもらっているあなたたちは・・・という意味で話した。

❑　福祉条例は継続審議になった。市民自治推進委員会が一生懸命条例の案を作ったが他の福祉団体の意見を聞いていないことが問題になったようだ。他の団体を通せば議会は納得したのか。今後市民自治が進んでいくのか疑問に思った。

❑　今回の条例は市がほとんど作ってしまって市民自治推進委員会に投げかけたやり方が問題ではとの話も聞いたが。

❑　根幹に関わること。行政も分かっていない。

❑【事務局】今回の条例作成については、市は白紙からの作成を市民自治推進委員会に依頼しました。しかし、条例作成にあたっては部会から行政に案を示すよう依頼がありましたので骨子案をお示ししました。市がほとんど作ったという表現は適切でないと思います。
❑　聞こえはいいが丸投げではないか。市民自治推進委員会が月に１回や２回集まって話し合っても白紙からの条例作成は不可能。市が関係団体から意見を聞いて案を作りその上で市民自治推進委員会に依頼すべきではないか。それぞれができる最大の努力をして実行していくのが協働だと思う。

❑　前から思っていることだが、運営委員会のわかっていない人たちで決めていくやり方は疑問。これからどうしていくのか市民自治推進委員会の進め方に対する洗い出しが必要。今度の運営委員会で私が作成した資料を提出し、論議したいと考えているが、言ったことに責任を持たなければ市民自治推進委員会の本筋とかけ離れたものになる。
❑　まちづくり基本条例の検討では当初６ヶ月で作成するスケジュールだったが２年くらいかかった。当初から町内会関係者とは相性が悪い。町内会では何をいまさらという感じ。また、ただ働きかという意見が出る。

❑　森先生が町内会の縄張り意識をやめろといったが同意見か。

❑　登別市ではないが町内会がまちづくりの発展を抑えている。全国的に事例が多い。

❑　市民自治の活動が底辺までいきわたっていない。町内会を利用すれば良いのではと思っていたが。
❑　町内会は高齢化している。自分たちの既得権みたいなものがあって、町内会はおらが村みたいな状態になっている。町内会はこのような弊害がある。市民自治推進委員会に登録はしているが会には出席せず、町内会には出席している。町内会なしには動かないものもあるが、改革は止まっている。それは行政も悪い。

❑　行政に質問がある。市民自治推進委員会を立ち上げるときに、例えば各町内会から２人割り当てのような手法を考えなかったか。

❑【事務局】市民の１人として参加して欲しいとのお願いをしており、団体を代表しての参加はないので団体から何名参加というようなことは考えていない。

❑　市民自治フォーラムに参加して皆さんは何を得ましたか。

❑　森先生の話で最高規範性を持った自治基本条例にはまだ到達していない。まだ一歩手前。これは育てていく条例であるとの指摘があった。

❑　森先生が講演で思考力という言葉を使っていた。どうしてそう思うのか、どう考えればよいか、など市民自らが自分の頭で考えることが市民自治につながっていくのだと思う。

❑　平さんと同じでまちづくり条例が最高規範であることを市民に投げかけ、市民が修正していく気持ちが必要。
❑　まちづくり基本条例がみんなに浸透していない。一人ひとりが分かってくればまちづくりに対する関心も高まる。ごく一部の人間だけではだめ。どうすればみんなでやっていけるか考えるべきだなと思った。それで町内会に話をしたらどうかなと思ったが、先ほどの話では難しい。

登別市には議員が２１人いるが、各地区の連合町内会の代表を議員にし、残りの議席を立候補にしてはと思う。

❑　登別市を地域に分けてそれぞれから代表を出す小選挙区制のようなやり方はどうか。団体の代表ではなく、地域の代表であれば地域のために働くのでは。お金も組織もない人は選挙に出れない。また片手間に活動するようではだめ。職業として成り立つだけの報酬も必要。

❑　危険な面もある。各地区から１人しか議員になれない。

❑　今までの議会の在り方を話し合うべきではないか。議会改革は必要。

２　その他

❑　私は一身上の都合で３月一杯で市民自治推進委員会から離れることになった。第１部会の部会長を選任していただきたい。４月からの部会は新しい部会長を中心に活動して欲しい。
❑　４月以降の部会長は合田委員、副部会長は鎌田委員が就任することとする。次回の運営委員会には、鎌田委員にも出席していただきたい。
◎次回開催日時等

日　時　平成２０年４月１５日（火）　１８：３０～
場　所　市役所　２階　第３委員会室
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